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1【
要
約
】
本
論
は
、
朱
印
寺
社
の
性
質
を
追
究
し
、
以
て
近
世
国
家
と
地
域
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
、
ま
た
、
両
者
の
関
係
、
具
体
的
に
は
領
主
支
配
と
地
域
と
の
関
係
を
、
朱
印
寺
社
を
手
が
か
り
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
①
宗
教
施
設
・
宗
教
者
と
し
て
幕
藩
領
主
に
支
配
さ
れ
る
側
面
、
②
寺
社
領
主
と
し
て
領
民
を
支
配
す
る
、
領
主
と
し
て
の
側
面
、
③
近
世
以
前
よ
り
宗
教
的
・
心
意
的
側
面
か
ら
地
域
を
統
合
・
編
成
す
る
核
で
あ
り
、
固
有
の
地
域
を
形
成
す
る
主
体
と
し
て
の
側
面
、
と
い
う
視
角
を
意
識
し
つ
つ
、（
ａ
）
朱
印
寺
社
を
近
年
の
研
究
を
ふ
ま
え
て
近
世
社
会
に
位
置
づ
け
る
こ
と
、
（
ｂ
）
朱
印
寺
社
の
研
究
史
を
整
理
し
、
画
期
を
確
認
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
本
論
に
お
け
る
基
本
的
視
角
を
提
示
す
る
こ
と
、
（
ｃ
）
（
ａ
）
に
関
連
す
る
か
た
ち
で
、
朱
印
寺
社
支
配
の
あ
り
方
と
朱
印
寺
社
を
核
と
し
て
成
り
立
つ
地
域
社
会
（
地
域
結
合
）
双
方
へ
目
配
せ
を
す
る
こ
と
で
、
朱
印
寺
社
を
素
材
と
し
て
領
主
支
配
と
地
域
社
会
と
の
関
係
を
見
通
す
こ
と
、（
ｄ
）
寺
社
領
自
体
を
分
析
す
る
こ
と
、
と
い
う
四
点
を
課
題
と
し
て
設
定
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
寺
社
領
を
め
ぐ
る
研
究
史
を
整
理
し
、
画
期
と
課
題
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
そ
の
課
題
と
、
前
記
（
ａ
）
～
（
ｄ
）
の
課
題
を
克
服
す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
、
幕
藩
制
国
家
論
・
国
家
支
配
権
委
任
論
・
畿
内
寺
院
行
政
論
と
、
近
年
の
地
域
社
会
論
・
寺
院
社
会
論
・
藩
地
域
論
・
宗
教
的
社
会
関
係
論
・
畿
内
近
国
論
の
諸
論
に
つ
い
て
、
各
論
相
互
の
関
連
を
重
視
し
つ
つ
整
理
す
る
こ
と
で
、
朱
印
寺
社
分
析
に
あ
た
っ
て
の
方
法
論
と
し
て
提
起
し
た
。
本
論
の
構
成
は
四
部
九
章
で
あ
り
、
第
一
部
（
一
・
二
章
）
で
は
朱
印
寺
社
領
の
成
立
に
つ
い
て
、
第
二
部
（
三
～
五
章
）
で
は
寺
社
朱
印
改
め
と
寺
社
改
帳
に
つ
い
て
、
第
三
部
（
六
・
七
章
）
で
は
朱
印
寺
社
を
核
と
し
た
社
会
と
個
別
領
主
権
力
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
第
四
部
（
八
・
九
章
）
で
は
寺
院
領
主
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
分
析
を
行
っ
た
。
第
一
章
で
は
、
朱
印
寺
社
領
に
つ
い
て
の
画
期
と
い
え
る
、
徳
川
家
光
代
に
お
け
る
慶
安
元
年
・
二
年
の
新
規
安
堵
に
注
目
し
た
。
当
該
期
の
特
徴
と
し
て
は
、
大
量
か
つ
全
国
的
に
朱
印
寺
社
が
成
立
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
寺
社
領
安
堵
に
関
わ
る
先
行
諸
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
全
国
的
な
視
野
に
立
ち
、
当
該
期
に
お
け
る
幕
府
の
一
連
の
政
策
と
関
連
づ
け
て
考
察
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
寺
社
領
安
堵
の
内
部
に
お
け
る
本
質
的
な
課
題
と
、
慶
安
期
で
あ
る
こ
と
の
意
味
と
そ
の
画
期
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
ず
、
第
一
節
で
は
、
朱
印
寺
社
領
の
分
布
を
全
国
的
に
概
観
し
、
と
く
に
関
東
甲
信
・
東
海
・
畿
内
近
国
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
、
逆
に
国
持
大
名
領
の
存
在
す
る
地
域
で
は
皆
無
に
近
い
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
各
地
の
朱
印
寺
社
領
の
成
立
時
期
と
政
治
的
変
遷
と
の
相
関
関
係
を
確
認
し
た
。
『
寛
文
朱
印
留
』
記
載
の
朱
印
状
文
言
か
ら
、
初
発
朱
印
状
の
発
給
さ
れ
た
年
を
ま
と
め
た
場
合
、
初
発
朱
印
状
＝
朱
印
寺
社
領
成
立
時
期
は
、
徳
川
氏
の
支
配
地
の
変
遷
2と
政
権
の
所
在
と
に
規
定
さ
れ
る
側
面
が
大
き
い
が
、
三
河
・
遠
江
両
国
は
徳
川
氏
の
基
盤
的
な
地
域
で
あ
り
な
が
ら
、
慶
長
七
・
八
年
ま
で
朱
印
状
が
未
発
給
で
あ
る
な
ど
、
徳
川
氏
の
動
向
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
事
例
も
確
認
で
き
た
。
そ
こ
で
、
具
体
例
と
し
て
遠
江
国
敷
智
郡
鴨
江
寺
（
朱
印
二
一
五
石
）
を
と
り
あ
げ
、
朱
印
地
化
に
至
る
過
程
を
追
跡
す
る
こ
と
で
、
初
発
が
慶
長
期
に
下
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
。第
二
節
で
は
、
便
宜
上
慶
安
期
以
前
、
慶
安
期
、
慶
安
期
以
後
の
三
期
に
時
期
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
朱
印
地
化
の
諸
原
則
に
つ
い
て
、
寺
社
側
の
史
料
に
依
拠
し
て
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
慶
安
期
の
画
期
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
ま
ず
、
慶
安
期
以
前
の
安
堵
の
性
格
を
確
認
し
た
。
慶
安
期
の
安
堵
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
同
じ
家
光
代
の
寛
永
一
三
年
を
は
じ
め
と
す
る
寛
永
期
の
安
堵
は
、
た
と
え
証
文
な
ど
何
ら
か
の
寺
社
領
安
堵
の
先
例
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
先
代
の
朱
印
状
が
下
付
さ
れ
て
い
な
い
寺
社
へ
は
交
付
を
行
わ
な
い
と
い
う
、
継
目
安
堵
で
あ
る
と
い
う
原
則
が
幕
府
側
に
あ
り
、
慶
安
期
の
安
堵
が
継
目
安
堵
の
流
れ
に
は
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
つ
ぎ
に
、
慶
安
期
の
新
規
朱
印
状
の
大
量
発
給
に
つ
い
て
、
朱
印
状
交
付
出
願
に
際
し
て
作
成
さ
れ
る
願
書
に
注
目
し
、
そ
の
内
容
か
ら
朱
印
地
化
の
諸
原
則
を
考
え
た
。
願
書
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
当
該
寺
社
が
提
出
す
る
願
書
以
外
に
、
①
村
方
百
姓
・
名
主
か
ら
代
官
・
旗
本
宛
、
②
代
官
・
旗
本
・
大
名
か
ら
寺
社
奉
行
宛
、
③
本
寺
か
ら
寺
社
奉
行
宛
、
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
三
者
の
相
互
関
係
を
考
察
し
、
安
堵
を
行
う
幕
府
に
と
っ
て
は
、
領
主
代
官
が
自
領
内
の
除
地
で
あ
る
こ
と
を
請
合
う
こ
と
（
②
の
願
書
）
が
第
一
義
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
寺
社
・
領
主
代
官
の
願
書
に
よ
る
出
願
の
結
果
、
幕
府
側
で
行
わ
れ
た
審
理
・
決
定
の
あ
り
方
を
確
認
し
、
審
理
に
は
寺
社
奉
行
の
み
な
ら
ず
勘
定
頭
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
朱
印
地
化
が
高
外
地
を
高
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
で
あ
り
、
慶
安
期
に
幕
領
・
私
領
を
問
わ
ず
全
国
的
に
朱
印
寺
社
領
の
安
堵
が
行
わ
れ
た
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
当
該
期
に
お
け
る
勘
定
所
制
度
の
確
立
が
背
景
に
あ
っ
た
と
し
た
。
ま
た
、
慶
安
期
以
降
は
、
家
綱
代
の
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
条
件
付
き
の
継
目
安
堵
、
綱
吉
代
の
貞
享
期
に
全
朱
印
寺
社
を
対
象
と
し
た
継
目
安
堵
と
続
く
が
、
そ
の
次
の
家
宣
代
以
降
は
、
先
判
を
引
継
ぐ
継
目
安
堵
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
く
と
し
た
。
以
上
、
前
後
の
段
階
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
慶
安
期
安
堵
の
意
義
を
考
察
し
た
結
果
、
①
幕
領
・
私
領
問
わ
ず
、
ま
た
、
勢
力
範
囲
外
の
個
別
大
名
領
に
も
設
定
し
え
た
こ
と
、
②
領
分
・
代
官
所
単
位
で
実
施
さ
れ
た
こ
と
、
③
以
降
の
新
規
安
堵
は
皆
無
に
近
く
な
る
こ
と
、
と
い
う
特
徴
が
指
摘
で
き
る
と
し
た
。
第
三
節
で
は
、
朱
印
地
安
堵
に
お
け
る
個
別
領
主
の
存
在
に
注
目
し
た
。
ま
ず
、
宇
佐
神
宮
（
朱
印
千
石
）
を
事
例
に
、
発
給
さ
れ
た
朱
印
状
の
高
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
朱
印
地
の
確
定
作
業
を
確
認
し
、
宇
佐
社
家
中
が
中
津
藩
と
の
間
で
手
続
き
を
進
め
3た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
つ
ぎ
に
、
宇
佐
神
宮
の
朱
印
状
交
付
出
願
時
期
の
問
題
に
付
随
し
て
、
慶
安
期
に
斯
様
に
大
量
に
朱
印
寺
社
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
に
つ
い
て
論
及
し
た
。
他
の
出
願
例
を
加
味
す
る
と
、
一
般
的
に
は
正
保
二
年
頃
に
幕
府
か
ら
朱
印
状
交
付
出
願
の
触
が
出
さ
れ
、
寺
社
の
出
願
を
経
て
慶
安
元
・
二
年
の
朱
印
状
発
給
に
い
た
る
と
い
う
流
れ
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
正
保
元
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
国
絵
図
・
郷
帳
作
成
の
た
め
の
調
査
が
全
国
規
模
で
朱
印
地
化
を
実
施
す
る
契
機
と
な
っ
た
と
想
定
し
た
。
続
い
て
、
個
別
領
主
側
の
事
情
に
よ
り
朱
印
地
と
な
ら
な
か
っ
た
丹
後
国
智
恩
寺
（
黒
印
五
〇
石
。
惣
村
三
七
石
余
と
須
津
村
一
三
石
余
）
の
事
例
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
ま
で
注
目
し
て
述
べ
て
き
た
個
別
領
主
と
の
関
係
を
組
み
込
み
な
が
ら
、
朱
印
地
化
を
否
定
す
る
個
別
領
主
の
論
理
を
抽
出
し
た
。
こ
の
事
例
か
ら
、
朱
印
地
化
は
必
ず
し
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
個
別
領
主
と
の
利
害
が
対
立
す
る
場
合
に
は
頓
挫
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
慶
安
期
の
朱
印
状
交
付
出
願
に
お
い
て
、
幕
府
が
領
主
代
官
の
添
状
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
、
領
主
代
官
レ
ベ
ル
で
朱
印
地
化
に
際
し
て
の
問
題
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
証
明
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
し
た
。
以
上
、
慶
安
期
の
朱
印
寺
社
領
安
堵
の
画
期
性
は
、
①
全
国
的
に
個
別
領
主
の
領
域
内
に
幕
府
が
安
堵
し
た
こ
と
、
②
諸
権
限
を
あ
わ
せ
持
っ
た
広
域
行
政
担
当
者
が
安
堵
に
関
与
し
た
前
段
階
と
異
な
り
、
寺
社
奉
行
・
勘
定
頭
と
い
う
職
制
に
依
拠
し
て
シ
ス
テ
ム
的
に
、
か
つ
領
分
・
代
官
所
単
位
で
安
堵
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
、
③
そ
の
契
機
は
正
保
国
絵
図
・
郷
帳
の
作
成
に
求
め
う
る
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
、
の
諸
点
に
あ
り
、
幕
府
が
当
時
抱
え
て
い
た
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
行
っ
た
、
全
国
支
配
確
立
の
た
め
の
諸
政
策
の
所
産
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。
第
二
章
で
は
、
第
一
章
を
前
提
と
し
て
、
近
世
初
期
段
階
に
お
け
る
幕
府
の
政
策
意
図
や
、
幕
府
と
個
別
領
主
と
の
関
係
を
主
軸
に
、
分
析
地
域
を
限
り
、
播
磨
国
に
お
け
る
朱
印
寺
社
領
成
立
に
至
る
過
程
に
注
目
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
黒
印
地
と
朱
印
地
、
あ
る
い
は
黒
印
地
か
ら
朱
印
地
へ
と
変
遷
す
る
な
ど
と
い
っ
た
、
近
世
に
お
け
る
多
様
な
寺
社
領
の
存
在
形
態
を
規
定
す
る
要
因
を
追
究
し
た
。
第
一
節
で
は
池
田
氏
が
播
磨
一
国
を
領
知
し
て
い
た
時
代
（
慶
長
五
年
〈
一
六
〇
〇
〉
～
元
和
三
年
〈
一
六
一
七
〉
）
の
寺
社
領
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
ま
ず
輝
政
代
の
安
堵
に
つ
い
て
は
、
入
封
直
後
の
輝
政
直
判
に
よ
る
安
堵
、
そ
の
後
は
、
慶
長
一
七
年
に
か
け
て
姫
路
藩
郡
代
ら
に
よ
る
安
堵
が
な
さ
れ
る
と
い
う
差
異
を
有
す
る
も
の
の
、
寺
社
領
安
堵
は
基
本
的
に
輝
政
の
も
と
に
一
元
化
さ
れ
て
お
り
、
国
主
（
輝
政
）
の
武
運
長
久
を
祈
願
す
る
役
を
担
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
安
堵
が
長
期
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
慶
長
六
年
よ
り
一
〇
年
を
か
け
て
行
わ
れ
た
播
磨
一
国
検
地
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
た
。
つ
ぎ
に
、
利
隆
代
の
安
堵
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
先
代
の
輝
政
代
は
安
堵
時
期
に
幅
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
慶
長
一
八
年
一
〇
～
一
二
月
の
間
に
集
中
し
、
そ
れ
以
外
の
年
の
安
堵
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
、
代
替
り
に
際
す
る
継
目
安
堵
が
4実
施
さ
れ
た
と
想
定
し
た
。
ま
た
、
直
判
安
堵
は
僅
少
で
あ
り
、
家
臣
で
あ
る
伊
庭
友
軒
の
証
文
に
よ
り
安
堵
さ
れ
た
寺
社
領
が
多
い
こ
と
に
着
目
し
、
そ
の
性
格
を
追
究
し
た
結
果
、
利
隆
の
「
御
意
」
を
背
景
と
し
た
先
証
文
で
あ
り
、
利
隆
の
死
去
に
よ
り
そ
の
ま
ま
残
存
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
つ
ぎ
の
光
政
代
は
、
寺
社
領
安
堵
に
関
す
る
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
輝
政
・
利
隆
代
の
安
堵
を
前
提
と
し
た
、
先
判
に
依
拠
し
た
安
堵
が
寺
社
奉
行
と
い
う
職
に
あ
る
人
物
の
証
文
に
よ
り
行
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
以
上
、
慶
長
五
年
か
ら
元
和
三
年
ま
で
播
磨
国
は
国
持
大
名
領
（
池
田
氏
）
で
あ
り
、
朱
印
地
は
存
在
せ
ず
、
そ
こ
に
お
け
る
寺
社
領
と
は
国
主
に
対
し
て
祈
禱
役
を
負
担
す
る
黒
印
地
で
あ
り
、
池
田
氏
の
代
替
わ
り
ご
と
に
継
目
安
堵
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
二
節
で
は
、
池
田
氏
転
封
後
の
姫
路
藩
本
多
氏
、
あ
る
い
は
そ
の
後
の
松
平
氏
入
封
時
に
生
起
す
る
寺
社
領
押
収
問
題
に
注
目
し
、
そ
の
押
収
の
理
由
を
考
察
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
こ
の
寺
社
領
押
収
の
事
例
を
も
と
に
、
国
奉
行
的
職
掌
を
勤
め
る
人
物
の
存
在
に
つ
い
て
の
再
検
討
を
試
み
た
。
元
和
三
年
六
月
、
池
田
光
政
が
鳥
取
へ
転
封
と
な
り
、
姫
路
へ
は
同
年
七
月
に
本
多
美
濃
守
忠
政
が
一
五
万
石
に
て
入
封
す
る
が
、
そ
の
直
後
か
ら
本
多
氏
が
寺
社
領
を
押
収
す
る
動
き
を
示
す
。
こ
の
件
つ
い
て
寺
社
側
か
ら
小
堀
政
一
ら
へ
の
訴
願
が
な
さ
れ
、
問
題
と
な
る
が
、
小
堀
ら
の
対
応
は
、
播
磨
国
内
の
池
田
氏
安
堵
の
寺
社
領
は
す
べ
て
朱
印
地
化
す
る
と
い
う
将
軍
秀
忠
の
意
向
を
背
景
に
、
押
収
を
や
め
寺
納
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
本
多
氏
転
封
後
、
寛
永
一
六
年
（
一
六
三
九
）
に
姫
路
に
一
八
万
石
に
て
入
封
す
る
松
平
忠
明
の
代
に
お
い
て
も
同
様
に
寺
社
側
か
ら
小
堀
ら
へ
訴
願
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
寺
社
領
押
収
が
問
題
と
な
り
、
小
堀
ら
は
松
平
氏
家
臣
へ
、
替
地
の
提
供
を
条
件
に
押
収
を
や
め
る
よ
う
書
状
に
て
要
求
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
か
ら
、
黒
印
地
で
あ
る
限
り
、
新
し
く
入
封
す
る
個
別
領
主
の
判
断
如
何
に
よ
っ
て
は
寺
社
領
は
押
収
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
加
え
て
、
小
堀
ら
は
寺
納
を
求
め
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
本
多
氏
領
分
内
の
事
項
と
し
て
本
多
氏
が
処
理
す
る
問
題
で
あ
る
と
い
う
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
転
封
・
入
封
の
際
の
知
行
引
渡
し
に
付
随
す
る
諸
事
務
の
一
つ
と
し
て
対
応
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
寺
社
領
押
収
問
題
へ
の
対
応
を
根
拠
に
、
彼
ら
が
播
磨
一
国
に
対
す
る
恒
常
的
な
権
限
、
す
な
わ
ち
、
国
奉
行
的
権
限
を
有
し
て
い
た
か
否
か
の
判
断
は
困
難
で
あ
る
と
し
た
。
第
三
節
で
は
、
播
磨
国
に
お
け
る
朱
印
寺
社
成
立
に
つ
い
て
論
じ
た
。
元
和
期
の
安
堵
に
つ
い
て
は
将
軍
秀
忠
の
上
洛
と
天
海
の
関
与
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
際
本
来
播
磨
国
内
す
べ
て
の
池
田
時
代
の
黒
印
地
を
朱
印
地
化
す
る
方
針
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
達
成
し
え
ず
、
京
都
所
司
代
板
倉
勝
重
が
朱
印
状
の
先
証
文
的
性
格
を
有
す
る
黒
印
状
を
発
給
す
る
が
、
結
局
近
世
を
通
じ
て
朱
印
地
化
さ
れ
な
か
っ
た
事
例
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
播
磨
に
お
い
て
も
新
規
か
つ
大
量
の
朱
印
寺
社
が
成
立
す
5る
の
は
第
一
章
の
ご
と
く
慶
安
元
・
二
年
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
明
石
藩
が
慶
安
四
年
に
領
内
寺
社
へ
黒
印
状
を
発
給
す
る
際
、
す
で
に
朱
印
状
を
拝
領
し
て
い
る
寺
社
が
、
領
主
松
平
氏
に
対
し
て
朱
印
状
の
内
容
を
保
証
す
る
「
副
状
」
を
要
望
す
る
事
例
か
ら
、
寺
社
朱
印
状
が
幕
藩
関
係
と
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
以
上
か
ら
、
朱
印
地
・
黒
印
地
の
別
、
さ
ら
に
は
朱
印
地
の
性
質
も
含
め
て
、
寺
社
領
の
存
在
形
態
は
、
近
世
初
期
段
階
に
お
け
る
幕
府
・
個
別
領
主
各
々
の
固
有
の
方
針
、
あ
る
い
は
幕
府
の
全
国
支
配
確
立
と
個
別
領
主
支
配
と
の
関
係
に
大
き
く
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
朱
印
寺
社
が
幕
藩
関
係
論
、
ひ
い
て
は
幕
藩
制
国
家
論
へ
接
続
し
う
る
素
材
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
第
三
章
で
は
、
播
磨
国
の
事
例
を
中
心
に
、
近
世
中
後
期
段
階
の
寺
社
朱
印
改
め
、
と
く
に
交
付
の
場
面
に
注
目
し
、
交
付
原
則
確
立
の
時
期
を
再
検
討
し
つ
つ
、
幕
府
寺
社
支
配
に
お
い
て
朱
印
改
め
が
持
つ
意
味
を
究
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
第
一
節
で
は
、
播
磨
国
に
お
け
る
朱
印
状
手
交
（
実
際
に
手
渡
す
）
者
を
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
も
当
該
朱
印
寺
社
が
領
域
に
所
在
す
る
個
別
領
主
・
代
官
か
ら
手
交
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
大
名
領
に
お
い
て
は
規
模
の
大
小
や
一
円
知
行
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
旗
本
領
・
飛
び
地
領
・
相
給
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
三
卿
領
知
に
お
い
て
は
そ
の
原
則
か
ら
外
れ
て
三
日
月
藩
や
幕
府
代
官
か
ら
手
交
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
追
究
し
、
当
初
は
三
卿
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
手
交
さ
せ
よ
う
と
す
る
幕
府
の
意
図
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
二
節
で
は
、
前
述
の
如
き
原
則
の
確
立
期
と
そ
の
定
着
期
を
考
察
し
、
そ
の
結
果
、
貞
享
度
（
五
代
綱
吉
）
に
確
立
し
、
延
享
度
（
九
代
家
重
）
に
定
着
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
と
く
に
後
者
に
つ
い
て
は
、
幕
府
は
寺
社
朱
印
状
交
付
直
前
に
お
い
て
、
朱
印
改
め
開
始
後
の
支
配
領
主
異
動
の
有
無
な
ど
を
再
確
認
す
る
が
、
そ
れ
は
延
享
度
を
初
見
と
し
て
、
以
降
朱
印
改
め
の
度
ご
と
（
管
見
の
限
り
不
明
の
回
も
あ
る
）
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
結
論
を
得
た
。
第
三
節
で
は
、
個
別
領
主
経
由
で
の
交
付
が
有
す
る
具
体
的
意
義
に
つ
い
て
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
家
定
朱
印
状
交
付
時
の
播
磨
国
小
野
藩
（
一
柳
家
・
一
万
石
）
の
事
例
か
ら
考
察
を
行
っ
た
。
小
野
藩
は
、
江
戸
に
て
老
中
か
ら
渡
さ
れ
た
領
内
寺
社
朱
印
状
を
、
藩
側
の
都
合
で
手
交
が
遅
れ
た
も
か
か
わ
ら
ず
、
幕
府
へ
は
実
態
と
乖
離
し
た
報
告
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
か
か
る
行
為
を
可
能
と
し
た
理
由
は
朱
印
状
手
交
済
の
確
認
が
寺
社
―
藩
（
請
取
証
文
）
・
藩
―
幕
府
（
届
け
）
と
い
う
二
段
階
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
し
、
寺
社
と
直
接
に
関
係
を
も
ち
、
朱
印
状
手
交
を
主
導
的
に
行
っ
て
い
る
の
は
こ
の
場
合
小
野
藩
で
あ
る
と
し
た
。
第
四
節
で
は
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
幕
府
よ
り
布
達
さ
れ
た
、
以
降
は
寺
社
と
も
当
該
地
域
の
領
主
・
代
官
よ
り
の
添
簡
を
必
要
と
す
る
旨
の
触
に
つ
い
て
の
諸
藩
か
ら
の
伺
い
と
幕
府
の
回
答
か
ら
、
朱
印
地
寺
院
に
添
簡
を
付
す
か
否
か
、
そ
れ
は
朱
印
状
が
誰
か
ら
手
交
さ
れ
て
い
る
か
が
判
断
基
準
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
6の
う
え
で
、
播
磨
国
に
お
け
る
朱
印
地
寺
院
へ
の
肩
書
記
載
を
め
ぐ
る
領
主
と
寺
院
と
の
争
論
へ
の
幕
府
裁
許
か
ら
、
幕
府
は
「
指
揮
」
「
差
図
」
と
表
現
さ
れ
る
朱
印
寺
社
支
配
権
を
個
別
領
主
が
行
使
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
以
上
か
ら
、
朱
印
状
手
交
は
儀
礼
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
幕
藩
関
係
の
な
か
で
、
朱
印
寺
社
支
配
権
の
所
在
を
示
す
行
為
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
四
章
で
は
、
播
磨
国
を
中
心
に
、
寺
社
朱
印
改
め
実
施
に
つ
い
て
の
幕
府
触
伝
達
経
路
と
、
朱
印
寺
社
支
配
に
お
け
る
、
儀
礼
・
諸
願
い
・
人
別
把
握
と
い
っ
た
、
日
常
的
か
つ
事
務
的
事
項
に
か
ん
す
る
分
析
を
行
っ
た
。
第
一
節
・
第
二
節
で
は
、
播
磨
国
の
古
義
真
言
宗
・
浄
土
宗
寺
院
の
幕
府
触
伝
達
経
路
に
つ
い
て
、
①
個
別
領
主
ル
ー
ト
、
②
大
坂
町
奉
行
所
ル
ー
ト
、
③
本
山
ル
ー
ト
、
④
本
寺
ル
ー
ト
、
の
四
ル
ー
ト
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ト
と
そ
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、
朱
印
改
め
実
施
を
伝
え
る
と
い
う
行
為
自
体
に
即
し
て
み
た
場
合
、
基
本
的
に
個
別
領
主
ル
ー
ト
で
の
伝
達
が
第
一
義
で
あ
る
と
し
た
。
第
三
節
で
は
、
年
頭
御
礼
、
普
請
願
い
、
法
会
・
開
帳
願
い
、
人
別
把
握
に
つ
い
て
、
大
坂
町
奉
行
所
支
配
と
個
別
領
主
支
配
と
の
関
係
を
手
が
か
り
に
、
播
磨
と
摂
津
・
河
内
両
国
と
の
比
較
を
行
い
つ
つ
分
析
し
た
。
播
磨
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
最
終
的
に
大
坂
町
奉
行
所
へ
届
け
が
な
さ
れ
る
た
め
、
支
配
国
の
権
限
と
し
て
の
朱
印
寺
社
の
管
轄
が
貫
徹
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
最
初
に
個
別
領
主
へ
の
出
願
・
提
出
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
個
別
領
主
支
配
が
第
一
義
で
あ
る
と
定
義
し
た
。
以
上
か
ら
、
寺
社
朱
印
改
め
と
は
、
そ
の
開
始
か
ら
終
了
に
い
た
る
ま
で
、
支
配
権
の
所
在
と
密
接
に
関
連
し
つ
つ
執
行
さ
れ
た
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
五
章
で
は
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
大
坂
町
奉
行
所
に
よ
る
播
磨
一
国
寺
社
改
帳
作
成
の
理
由
を
、
畿
内
近
国
に
お
け
る
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
寺
社
改
帳
の
作
成
実
態
・
諸
原
則
を
分
析
す
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
し
、
以
て
支
配
権
の
問
題
を
追
究
し
た
。
第
一
節
か
ら
第
三
節
で
は
、
京
都
・
大
坂
両
町
奉
行
所
支
配
国
に
お
け
る
元
禄
五
年
寺
社
改
帳
作
成
の
諸
原
則
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
ず
第
一
節
で
は
、
当
該
寺
社
改
帳
の
作
成
は
、
幕
府
触
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
幕
府
か
ら
下
命
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
幕
府
の
施
策
と
直
線
的
に
結
べ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
第
二
節
で
は
、
京
都
町
奉
行
所
に
お
け
る
寺
社
改
帳
作
成
の
諸
原
則
を
確
認
し
た
う
え
で
、
寺
社
・
領
主
・
村
側
の
史
料
か
ら
実
際
の
調
査
事
例
を
、
さ
ら
に
播
磨
に
お
け
る
原
則
と
の
齟
齬
の
発
生
と
そ
の
要
因
を
、
第
三
節
で
は
、
同
じ
く
大
坂
町
奉
行
所
に
お
け
る
調
査
実
施
の
具
体
相
か
ら
諸
原
則
と
そ
の
特
徴
を
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
両
奉
行
所
の
調
査
原
則
は
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
各
奉
行
所
固
有
の
施
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
と
評
価
し
た
。
た
だ
し
、
調
査
方
式
か
ら
み
れ
ば
個
別
領
主
支
配
の
枠
組
み
を
超
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
た
。
第
四
節
で
は
、
か
か
る
原
則
の
も
と
作
成
さ
れ
た
元
禄
五
年
寺
社
改
帳
が
、
寺
社
支
7配
の
あ
り
方
と
如
何
な
る
か
か
わ
り
を
持
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
注
目
し
、
奉
行
所
側
に
お
い
て
は
、
寺
社
に
か
ん
す
る
出
願
・
訴
訟
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
寺
社
側
に
お
い
て
も
、
堂
社
修
復
許
認
可
、
あ
る
い
は
地
域
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
同
帳
記
載
の
内
容
が
そ
の
判
断
基
準
と
な
る
こ
と
、
を
確
認
し
た
。
第
五
節
で
は
、
如
上
の
考
察
を
ふ
ま
え
、
播
磨
に
お
い
て
安
永
四
年
に
は
じ
め
て
国
内
の
寺
社
を
網
羅
す
る
寺
社
改
帳
が
大
坂
町
奉
行
所
の
下
命
の
も
と
作
成
さ
れ
る
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
。
加
え
て
、
同
帳
作
成
過
程
に
お
い
て
生
起
す
る
、
朱
印
寺
社
へ
の
肩
書
き
（
何
藩
領
分
と
記
載
す
る
こ
と
）
を
め
ぐ
る
争
論
な
ど
か
ら
、
大
坂
町
奉
行
所
の
施
策
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
的
に
朱
印
寺
社
に
対
す
る
個
別
領
主
の
支
配
権
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
評
価
し
た
。
以
上
か
ら
、
寺
社
改
帳
は
支
配
権
の
所
在
を
示
す
指
標
と
し
て
認
識
さ
れ
、
機
能
し
て
い
た
と
結
論
づ
け
た
。
第
六
章
で
は
、
近
年
の
地
域
社
会
研
究
、
と
く
に
寺
院
社
会
論
に
導
か
れ
な
が
ら
、
そ
れ
を
批
判
的
に
検
討
す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
、
播
磨
国
加
東
郡
浄
土
寺
（
朱
印
一
五
〇
石
）
の
法
会
（
来
迎
会
）
を
事
例
と
し
て
、
当
該
領
域
の
個
別
領
主
で
あ
る
小
野
藩
の
藩
領
域
を
超
え
て
、
固
有
の
論
理
で
結
合
す
る
社
会
、
す
な
わ
ち
「
浄
土
寺
社
会
」
の
存
在
を
認
め
つ
つ
、
如
何
な
る
側
面
・
論
理
の
も
と
、
如
何
な
る
か
た
ち
で
個
別
領
主
が
寺
院
社
会
と
の
関
係
を
有
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
注
目
し
、
個
別
領
主
に
よ
る
規
定
性
の
実
態
を
究
明
し
た
。
第
一
節
で
は
、
来
迎
会
に
関
与
す
る
諸
集
団
と
そ
の
論
理
に
注
目
し
た
。
ま
ず
、
人
的
・
物
的
側
面
に
お
い
て
来
迎
会
を
支
え
て
い
た
「
旦
中
」
の
実
態
と
そ
の
統
合
の
論
理
を
分
析
し
、
そ
の
負
担
は
実
態
と
し
て
強
制
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、「
寄
進
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
信
仰
と
い
う
精
神
的
側
面
の
論
理
に
お
い
て
浄
土
寺
に
統
合
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
と
し
た
。
加
え
て
、「
浄
土
寺
社
会
」
の
広
が
り
を
確
認
す
る
た
め
に
、
来
迎
会
に
参
加
す
る
寺
院
の
僧
侶
や
舞
楽
を
奉
納
す
る
音
楽
社
中
・
舞
童
子
・
持
幡
童
・
供
物
調
整
者
・
境
内
興
行
者
な
ど
の
諸
存
在
と
来
迎
会
へ
の
参
加
理
由
を
、
さ
ら
に
は
告
知
立
て
札
の
場
所
、
な
い
し
は
勧
化
先
や
参
詣
者
な
ど
を
分
析
し
、「
浄
土
寺
社
会
」
が
、
周
辺
の
多
様
な
身
分
・
職
分
の
人
々
と
関
係
を
有
し
、
そ
れ
ら
が
実
態
的
に
は
人
・
物
・
金
穀
を
媒
介
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
つ
つ
も
、
本
源
的
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
浄
土
寺
に
対
す
る
信
仰
の
論
理
に
よ
り
成
立
し
て
い
た
社
会
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
か
か
る
論
理
を
基
礎
に
開
催
さ
れ
た
来
迎
会
に
お
い
て
小
野
藩
が
果
た
し
た
役
割
を
追
究
し
、
藩
が
人
的
・
物
的
助
力
を
「
寄
附
」
と
い
う
か
た
ち
で
行
っ
て
お
り
、
藩
も
信
仰
の
論
理
に
依
拠
す
る
側
面
に
お
い
て
は
「
浄
土
寺
社
会
」
を
構
成
す
る
一
存
在
で
あ
る
と
定
義
し
た
。
た
だ
し
、
か
か
る
助
力
は
実
際
に
は
小
野
藩
領
民
へ
の
転
嫁
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
側
面
が
大
き
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
以
上
か
ら
、
寺
側
に
と
っ
て
来
迎
会
執
行
は
、
散
物
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
人
・
物
を
動
員
す
る
正
当
性
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
あ
っ
た
と
も
指
摘
し
た
。
第
二
節
で
は
、
前
節
の
分
析
を
前
提
に
、
小
野
藩
が
浄
土
寺
が
提
出
し
た
文
化
元
年
8（
一
八
〇
四
）
来
迎
会
執
行
願
い
を
却
下
し
、
同
三
年
の
再
願
を
受
理
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
願
書
の
内
容
を
中
心
に
考
察
を
行
い
、
来
迎
会
に
お
け
る
小
野
藩
の
立
場
を
追
究
し
た
。
文
化
元
年
度
に
つ
い
て
は
、
寺
側
は
開
祖
遠
忌
を
理
由
に
執
行
を
願
い
、
藩
側
は
臨
時
支
出
の
存
在
と
、
そ
れ
に
伴
う
領
民
の
疲
弊
と
い
う
論
理
で
却
下
し
、
文
化
三
年
度
の
再
願
に
い
た
り
、
寺
側
が
近
隣
の
民
衆
側
が
来
迎
会
の
執
行
を
望
ん
で
い
る
、
な
ど
の
論
理
を
付
加
す
る
と
い
う
一
連
の
や
り
と
り
か
ら
、
来
迎
会
執
行
を
め
ぐ
る
両
者
の
論
理
対
立
は
、
藩
領
民
の
負
担
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
信
仰
と
い
う
「
浄
土
寺
社
会
」
の
結
合
論
理
が
介
在
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
加
え
て
、
文
化
四
年
来
迎
会
を
初
入
国
し
た
新
藩
主
一
柳
末
昭
が
見
物
し
て
お
り
、
領
内
諸
社
へ
の
社
参
と
同
様
、
初
入
国
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
許
可
さ
れ
た
可
能
性
も
指
摘
し
た
。
以
上
、
「
浄
土
寺
社
会
」
内
部
か
ら
は
来
迎
会
中
止
・
規
制
の
論
理
は
読
み
取
れ
ず
、
小
野
藩
に
お
け
る
領
主
―
領
民
関
係
を
組
み
込
ん
で
分
析
す
る
こ
と
で
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
社
会
研
究
に
お
い
て
領
主
権
力
を
組
み
込
ん
で
分
析
を
行
う
際
、
相
対
的
側
面
と
、
領
主
が
関
与
し
、
規
定
性
を
有
す
る
側
面
、
こ
の
両
側
面
を
腑
分
け
し
、
そ
の
上
で
総
合
的
に
把
握
す
る
必
要
性
を
提
起
し
た
。
第
七
章
は
、
前
章
に
引
き
続
き
、
播
磨
国
小
野
藩
を
事
例
と
し
て
、
そ
の
支
配
領
域
を
超
え
て
形
成
さ
れ
た
加
東
郡
垂
井
住
吉
明
神
（
朱
印
一
〇
石
）
の
氏
子
か
ら
な
る
地
域
結
合
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
①
地
域
結
合
（
宮
座
・
氏
子
）
の
あ
り
方
、
②
小
野
藩
と
住
吉
明
神
と
の
関
係
、
を
ふ
ま
え
、
③
争
論
を
事
例
に
個
別
領
主
・
大
坂
町
奉
行
所
・
地
域
結
合
の
動
向
・
関
係
と
そ
の
論
理
を
分
析
し
、
領
主
支
配
の
規
定
性
を
組
み
込
み
つ
つ
地
域
社
会
の
あ
り
方
を
問
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
第
一
節
で
は
、
安
永
期
に
生
起
す
る
一
連
の
争
論
の
前
提
と
し
て
、
住
吉
明
神
を
め
ぐ
る
諸
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
そ
し
て
、
①
近
隣
一
六
ヵ
村
町
（
垂
井
庄
）
の
氏
神
で
あ
り
、
そ
の
氏
子
圏
は
複
数
の
支
配
領
主
に
ま
た
が
っ
て
い
る
こ
と
、
②
氏
子
中
に
お
け
る
家
の
由
緒
・
格
式
に
基
づ
い
た
宮
座
が
存
在
す
る
が
、
実
際
の
運
営
は
小
野
藩
垂
井
郷
大
庄
屋
を
中
心
に
、
村
々
の
庄
屋
が
諸
事
協
議
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
、
③
社
僧
洞
林
寺
は
、
庄
内
の
諸
祈
禱
を
担
う
が
、
住
吉
明
神
運
営
の
側
面
に
お
い
て
は
氏
子
と
対
立
す
る
存
在
と
も
な
っ
て
い
た
こ
と
、
④
小
野
藩
主
一
柳
家
の
氏
神
で
あ
り
、
そ
の
武
運
長
久
・
除
災
祈
願
を
行
う
と
と
も
に
、
藩
領
全
域
の
安
泰
を
も
祈
願
し
、
藩
に
よ
る
領
主
―
領
民
間
の
双
務
的
関
係
に
基
づ
い
た
心
意
統
治
を
体
現
す
る
神
社
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
諸
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
二
節
で
は
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
の
随
身
門
普
請
争
論
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
本
争
論
が
洞
林
寺
・
小
野
藩
領
氏
子
と
館
林
藩
領
氏
子
と
の
争
い
と
い
う
構
図
を
と
り
、
そ
こ
に
小
野
藩
の
意
図
・
論
理
が
介
在
し
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
て
、
争
論
を
主
導
し
た
館
林
藩
領
黍
田
村
の
庄
屋
左
七
郎
は
、
大
坂
町
奉
行
所
へ
の
出
訴
を
行
う
が
、
こ
れ
を
住
吉
明
神
運
営
に
お
け
る
小
野
藩
の
存
在
を
相
対
化
し
よ
う
と
す
る
戦
術
と
し
て
評
価
し
た
。
9ま
た
、
第
三
節
で
は
、
か
か
る
戦
術
を
と
る
左
七
郎
に
対
し
て
、
小
野
藩
が
有
し
て
い
た
影
響
力
と
、
同
藩
が
大
坂
町
奉
行
所
の
介
入
を
嫌
う
理
由
に
つ
い
て
、
安
永
四
年
寺
社
改
帳
記
載
相
違
争
論
か
ら
分
析
し
た
。
本
争
論
は
、
当
初
全
氏
子
村
が
洞
林
寺
を
相
手
取
り
生
起
し
た
が
、
途
中
小
野
藩
の
介
入
に
よ
り
小
野
藩
領
氏
子
村
が
全
て
脱
落
し
、
結
果
館
林
藩
領
氏
子
村
と
洞
林
寺
と
の
間
で
の
争
論
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
小
野
藩
領
氏
子
村
が
大
半
を
占
め
る
と
い
う
氏
子
の
構
成
上
、
領
主
―
領
民
関
係
に
基
づ
く
藩
の
規
制
が
結
果
的
に
氏
子
結
合
の
動
向
を
規
定
す
る
こ
と
、
ま
た
、
藩
に
と
っ
て
は
朱
印
地
神
社
で
あ
り
、
藩
領
域
を
超
え
る
氏
子
を
抱
え
る
住
吉
明
神
に
対
す
る
支
配
権
を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
か
か
る
領
主
―
領
民
関
係
に
依
拠
す
る
し
か
な
く
、
大
坂
町
奉
行
所
へ
の
出
訴
は
、
住
吉
明
神
へ
対
す
る
支
配
権
、
ひ
い
て
は
領
民
に
対
す
る
領
主
権
の
行
使
す
ら
形
骸
化
す
る
こ
と
に
繋
が
る
た
め
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
加
え
て
、
第
五
章
と
の
関
わ
り
か
ら
、
安
永
四
年
寺
社
改
帳
作
成
に
い
た
る
直
接
の
要
因
が
、
争
論
に
お
け
る
左
七
郎
の
大
坂
町
奉
行
所
へ
の
出
訴
に
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
寺
社
改
帳
作
成
に
お
い
て
も
藩
に
よ
る
捉
え
返
し
が
行
わ
れ
る
側
面
を
指
摘
し
た
。
以
上
か
ら
、
領
主
支
配
に
つ
い
て
、
領
主
支
配
関
係
を
超
え
て
形
成
さ
れ
る
地
域
結
合
に
そ
れ
を
相
対
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
奉
行
所
支
配
は
個
別
領
主
支
配
の
動
向
に
規
定
さ
れ
る
側
面
が
大
き
い
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
し
た
。
第
八
章
で
は
、
朱
印
寺
社
の
領
主
と
し
て
の
側
面
を
追
究
す
る
目
的
の
も
と
、
出
羽
国
山
形
宝
幢
寺
（
新
義
真
言
・
朱
印
一
三
七
〇
石
、
天
童
愛
宕
権
現
社
の
別
当
寺
）
を
事
例
に
、
支
配
の
中
核
を
担
っ
た
寺
役
人
の
役
割
・
性
格
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
第
一
節
で
は
、
宝
幢
寺
の
基
礎
構
造
と
、
そ
こ
に
お
け
る
寺
役
人
の
位
置
づ
け
を
確
認
し
た
。
宝
幢
寺
は
、
同
寺
を
核
と
し
た
山
形
地
中
、
天
童
愛
宕
権
現
社
を
核
と
し
た
天
童
門
前
を
中
心
に
、
山
形
城
下
西
田
表
、
山
形
近
隣
の
中
野
郷
、
そ
し
て
天
童
門
前
近
隣
の
天
童
郷
の
各
村
々
に
朱
印
地
が
散
在
す
る
が
、
ま
ず
、
山
形
地
中
に
つ
い
て
は
、
中
核
は
住
持
の
住
む
本
坊
（
主
君
）
と
子
院
三
ヵ
院
（
祭
礼
・
末
寺
を
管
掌
）
で
あ
り
、
そ
の
周
囲
に
寺
役
人
四
軒
と
、
下
門
前
と
称
さ
れ
る
家
来
一
〇
軒
程
度
が
屋
敷
を
構
え
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
寺
役
人
は
朱
印
地
全
体
を
総
覧
し
、
そ
の
他
の
家
来
は
、
彼
ら
を
統
括
す
る
二
家
を
中
心
に
飛
脚
・
人
足
な
ど
の
寺
役
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。つ
ぎ
に
、
天
童
門
前
に
つ
い
て
は
、
大
庄
屋
の
統
括
の
も
と
、
苗
字
を
許
さ
れ
た
譜
代
家
来
と
、
無
苗
の
並
百
姓
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
譜
代
家
来
は
、
知
行
田
を
宛
わ
れ
、
朱
印
地
の
大
半
を
占
め
る
天
童
郷
村
々
か
ら
の
年
貢
収
納
と
そ
の
支
配
を
主
た
る
役
と
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
年
貢
収
納
や
諸
願
書
な
ど
は
各
村
―
門
前
村
役
人
―
寺
役
人
と
い
う
か
た
ち
で
上
申
・
下
達
が
な
さ
れ
る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に
は
寺
役
人
の
統
括
下
に
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
各
村
の
朱
印
地
支
配
に
つ
い
て
は
、
寺
領
・
寺
領
百
姓
が
散
在
す
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
寺
の
飯
料
米
に
充
当
す
る
と
い
う
目
的
を
有
し
、
寺
が
直
接
小
作
人
を
任
命
し
て
い
た
西
田
表
以
外
は
、
村
毎
に
支
配
人
を
任
命
し
、
年
貢
収
納
に
あ
た
ら
10
せ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
い
ず
れ
も
任
免
の
権
限
は
寺
役
人
に
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
つ
ぎ
に
、
第
二
節
で
は
、
如
上
の
宝
幢
寺
の
構
造
を
前
提
に
、
寺
役
人
の
身
分
と
職
分
と
の
関
係
を
中
心
に
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
寺
役
人
は
士
分
で
あ
り
、
宝
幢
寺
の
俗
人
の
う
ち
最
も
高
位
の
身
分
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
住
持
の
も
と
、
役
僧
と
と
も
に
宝
幢
寺
の
議
決
機
関
を
構
成
し
、
下
門
前
・
天
童
・
地
方
関
係
の
処
置
や
勘
定
、
寺
領
民
・
末
寺
の
宗
門
改
め
、
他
領
主
と
の
交
渉
は
寺
役
人
が
行
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
実
質
的
に
宝
幢
寺
全
体
の
寺
務
を
総
攬
し
た
の
は
寺
役
人
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。第
三
節
で
は
、
住
持
と
寺
役
人
と
の
関
係
に
注
目
し
、
寺
役
人
家
が
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
な
権
限
を
握
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
を
分
析
し
、
以
て
宝
幢
寺
に
お
け
る
統
治
機
構
の
特
質
を
追
究
し
た
。
と
く
に
、
寺
役
人
筆
頭
の
地
位
を
得
た
曽
根
家
に
注
目
し
た
場
合
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
入
寺
す
る
二
四
代
住
持
亮
弁
の
弟
で
あ
り
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
死
去
す
る
三
五
代
亮
岳
ま
で
亮
弁
の
法
脈
か
ら
住
持
に
就
く
宝
幢
寺
に
お
い
て
、
亮
弁
と
兄
弟
で
あ
る
と
い
う
由
緒
が
そ
の
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
寺
役
人
に
つ
い
て
も
、
か
か
る
住
持
就
任
の
あ
り
方
が
宝
幢
寺
内
部
の
秩
序
の
安
定
化
・
固
定
化
を
も
た
ら
し
、
寺
役
人
家
の
子
弟
が
近
習
に
就
く
こ
と
も
重
な
っ
て
、
地
中
・
寺
領
支
配
、
あ
る
い
は
外
部
と
の
交
渉
な
ど
の
知
識
・
能
力
を
家
と
し
て
独
占
的
に
蓄
積
・
継
承
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
地
位
と
身
分
も
世
襲
さ
れ
て
い
く
と
し
た
。
か
か
る
あ
り
方
は
、
亮
弁
の
法
脈
が
断
絶
し
た
後
、
後
住
争
論
に
端
を
発
し
た
文
政
期
の
一
連
の
争
論
、
わ
け
て
も
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
閏
八
月
に
入
寺
し
た
三
七
代
住
持
昭
洲
と
、
そ
の
前
年
に
直
系
が
絶
え
た
曽
根
家
に
養
子
と
し
て
入
っ
た
猶
蔵
と
の
間
で
の
や
り
と
り
に
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
由
緒
に
依
拠
し
て
曽
根
本
家
の
相
続
を
主
張
す
る
猶
蔵
に
対
し
て
、
住
持
と
し
て
主
導
権
を
握
り
た
い
昭
洲
は
、
家
来
一
同
へ
亮
弁
の
行
為
を
す
べ
て
否
定
す
る
旨
を
申
し
渡
し
、
そ
れ
に
同
意
す
る
旨
の
血
判
を
と
る
と
い
う
行
為
に
出
る
。
肯
定
・
否
定
の
立
場
は
違
え
ど
、
い
ず
れ
も
亮
弁
の
存
在
と
そ
の
法
脈
が
継
続
し
て
き
た
こ
と
を
巡
る
争
い
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
、
宝
幢
寺
に
お
け
る
亮
弁
の
位
置
づ
け
が
読
み
取
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
昭
洲
は
、
そ
の
後
す
べ
て
の
寺
役
人
家
当
主
を
入
れ
替
え
た
う
え
で
、
諸
掟
を
布
達
し
、
そ
こ
に
お
い
て
寺
役
人
と
て
も
そ
の
地
位
は
安
泰
で
は
な
い
こ
と
も
規
定
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
亮
弁
の
法
脈
の
論
理
と
は
異
な
る
か
た
ち
で
住
持
の
主
導
権
を
確
保
し
、
住
持
を
中
心
と
し
た
機
構
を
再
構
築
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
し
た
。
以
上
か
ら
、
寺
役
人
の
地
位
・
身
分
の
安
定
と
亮
弁
の
法
脈
か
ら
住
持
に
就
く
こ
と
と
が
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
亮
弁
の
法
脈
の
断
絶
と
昭
洲
の
入
寺
は
、
住
持
と
寺
役
人
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
寺
役
人
自
体
の
性
格
の
転
換
点
と
な
り
、
寺
役
人
の
地
位
と
身
分
の
安
定
を
担
保
す
る
も
の
が
、
亮
弁
の
法
脈
と
い
う
住
持
と
の
関
係
か
ら
、
治
者
と
し
て
の
知
識
・
能
力
の
所
有
へ
と
変
化
し
た
こ
と
、
こ
れ
ら
が
近
11
世
宝
幢
寺
の
寺
役
人
か
ら
み
た
、
寺
院
領
主
の
統
治
機
構
の
特
質
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。第
九
章
で
は
、
地
域
の
自
治
性
・
公
共
性
を
評
価
す
る
議
論
に
対
し
て
、
領
主
―
領
民
間
に
お
け
る
領
主
支
配
の
規
定
性
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
如
何
な
る
事
情
に
よ
り
地
域
の
論
理
に
組
み
込
ま
れ
相
対
化
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
留
意
し
な
が
ら
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
の
も
と
、
前
章
に
続
い
て
出
羽
国
山
形
宝
幢
寺
を
事
例
と
し
て
、
分
散
錯
綜
と
い
う
朱
印
地
の
実
状
の
も
と
、
如
何
な
る
問
題
が
生
起
し
、
そ
れ
に
寺
社
領
主
は
ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、
如
何
な
る
対
策
を
講
じ
た
の
か
を
、
時
期
的
段
階
差
や
在
地
側
の
動
向
と
関
連
づ
け
て
追
究
し
た
。
第
一
節
で
は
、
宝
幢
寺
の
概
要
、
わ
け
て
も
支
配
人
の
存
在
と
そ
の
性
格
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
支
配
人
は
、
散
在
す
る
寺
領
と
、
多
く
の
寺
領
所
在
村
に
お
い
て
寺
領
民
不
在
と
い
う
状
況
下
に
お
い
て
、
円
滑
に
年
貢
収
納
な
ど
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
支
配
人
に
一
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
し
か
し
、
他
領
民
を
採
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
こ
の
場
合
宝
幢
寺
と
支
配
人
と
の
関
係
は
役
料
を
媒
介
と
し
た
契
約
関
係
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
し
、
か
か
る
性
格
を
有
す
る
支
配
人
を
介
し
て
寺
領
経
営
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
第
二
節
で
は
、
宝
幢
寺
領
に
お
け
る
諸
問
題
と
、
寺
が
そ
れ
へ
の
対
策
を
講
じ
る
に
い
た
る
前
提
と
し
て
、
西
田
表
・
天
童
郷
に
お
け
る
宝
幢
寺
領
所
持
の
実
態
を
分
析
し
、
そ
の
う
え
で
土
地
移
動
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
両
者
の
間
に
は
貢
租
の
使
途
に
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
寺
領
民
以
外
の
者
が
寺
領
田
畑
を
小
作
な
い
し
は
「
所
持
」
し
て
お
り
、
宝
幢
寺
は
寺
領
に
対
し
て
は
領
主
で
あ
る
が
、
そ
の
耕
作
者
と
の
間
の
関
係
は
地
主
―
小
作
関
係
に
近
似
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
領
主
―
小
作
関
係
」
に
あ
っ
た
と
定
義
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
が
故
に
、
宝
幢
寺
に
よ
る
寺
領
経
営
は
、
寺
領
「
所
持
」
者
個
々
の
農
業
経
営
と
の
利
害
の
せ
め
ぎ
合
い
を
前
提
条
件
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
化
政
期
以
降
に
寺
領
民
以
外
の
者
同
士
に
よ
る
土
地
の
質
入
れ
・
売
買
が
数
量
的
に
も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
第
三
節
で
は
、
領
主
宝
幢
寺
に
と
っ
て
、
前
節
で
指
摘
し
た
よ
う
な
あ
り
方
も
含
め
、
如
何
な
る
問
題
を
孕
ん
で
い
た
の
か
と
い
う
点
に
言
及
し
た
。
そ
の
結
果
、
①
錯
綜
し
た
支
配
関
係
の
も
と
、
寺
領
「
所
持
」
者
が
他
領
民
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
場
合
宝
幢
寺
と
寺
領
「
所
持
」
者
と
の
関
係
は
、
「
領
主
―
小
作
関
係
」
で
あ
る
こ
と
、
②
頻
繁
な
土
地
の
質
入
れ
・
売
買
が
進
行
す
る
と
い
う
当
該
地
域
の
状
況
の
な
か
で
、
寺
領
も
そ
の
対
象
と
な
り
、
①
を
前
提
に
寺
領
「
所
持
」
者
も
め
ま
ぐ
る
し
く
か
わ
る
の
み
な
ら
ず
、
当
事
者
間
で
の
内
々
の
土
地
移
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
宝
幢
寺
自
身
に
よ
る
把
握
が
困
難
と
な
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
①
・
②
と
い
う
状
況
に
よ
り
、
③
土
地
所
持
者
が
何
ら
か
の
問
題
を
抱
え
て
い
て
も
、
そ
の
者
を
処
分
す
る
ど
こ
ろ
か
、
寺
領
を
引
き
上
げ
る
こ
と
す
ら
実
質
的
に
不
可
能
で
あ
っ
た
、
と
い
う
三
点
に
問
題
が
集
約
さ
れ
る
と
し
た
。
第
四
節
で
は
、
か
か
る
問
題
へ
の
宝
幢
寺
の
対
策
に
つ
い
て
、
土
地
移
動
に
か
ん
す
12
る
同
寺
の
触
書
の
段
階
的
把
握
か
ら
そ
の
特
質
を
追
究
し
た
。
そ
し
て
、
初
期
段
階
に
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
寺
領
の
質
入
れ
・
売
買
は
段
階
的
に
緩
和
さ
れ
、
最
終
的
に
は
質
入
れ
・
売
買
を
前
提
と
し
た
寺
領
の
把
握
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、
と
く
に
文
久
三
年
令
は
、
①
そ
の
年
以
前
の
す
べ
て
の
質
入
れ
・
売
買
証
文
の
一
斉
調
査
、
②
土
地
移
動
の
際
に
「
御
役
永
」
と
し
て
金
銭
を
賦
課
、
③
代
官
（
寺
役
人
）
廻
村
の
復
活
、
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
文
久
三
年
時
点
で
の
宝
幢
寺
に
よ
る
寺
領
と
寺
領
「
所
持
」
者
の
直
接
的
把
握
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
土
地
流
動
規
制
施
策
を
放
棄
し
、
流
動
を
前
提
と
し
た
寺
領
支
配
を
行
う
と
い
う
画
期
的
な
施
策
で
あ
っ
た
と
評
価
し
た
。
加
え
て
、
領
主
宝
幢
寺
に
と
っ
て
愛
宕
権
現
の
神
威
に
よ
る
心
意
統
治
が
支
配
を
行
う
う
え
で
最
も
基
礎
的
な
論
理
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
支
配
の
局
面
に
お
け
る
寺
院
領
主
と
し
て
の
特
質
で
あ
る
と
し
た
。
以
上
か
ら
、
寺
領
は
領
主
的
土
地
所
有
の
も
と
に
あ
る
も
の
の
、
一
片
の
寺
領
に
お
い
て
も
領
主
支
配
関
係
を
超
え
た
重
層
的
な
関
係
が
内
在
す
る
こ
と
に
規
定
さ
れ
、
宝
幢
寺
は
寺
領
「
所
持
」
者
と
の
関
係
に
お
い
て
は
地
主
的
立
場
で
し
か
な
く
、
結
句
、
領
主
と
し
て
の
宝
幢
寺
に
地
域
的
課
題
へ
対
応
す
る
余
力
は
な
く
、
自
ら
の
収
入
の
安
定
的
確
保
に
尽
力
す
る
こ
と
で
手
一
杯
だ
っ
た
と
結
論
づ
け
、
か
か
る
側
面
を
組
み
込
み
つ
つ
、
領
主
と
地
域
の
構
造
・
運
動
な
ど
と
の
双
方
向
的
な
規
定
性
と
し
て
把
握
す
る
必
要
性
を
提
起
し
た
。
以
上
、
冒
頭
で
設
定
し
た
理
論
と
方
法
論
と
に
依
拠
し
つ
つ
、
四
部
九
章
に
わ
た
り
具
体
的
事
例
を
と
り
あ
げ
て
考
察
を
行
い
、
朱
印
寺
社
の
性
質
を
追
究
し
、
以
て
近
世
国
家
、
具
体
的
に
は
領
主
支
配
と
、
そ
れ
と
地
域
と
の
関
係
を
提
示
し
た
。
朱
印
寺
社
と
は
、
そ
の
成
立
・
存
立
の
基
盤
は
国
家
権
力
た
る
幕
府
に
依
拠
す
る
い
っ
ぽ
う
で
、
支
配
権
は
領
主
制
に
も
と
づ
い
て
個
別
領
主
に
委
任
さ
れ
る
と
い
う
両
側
面
―
集
権
・
分
権
―
を
、
さ
ら
に
、
そ
の
領
主
と
地
域
結
合
と
の
関
係
が
双
方
向
的
な
規
定
性
を
有
す
る
こ
と
を
、
そ
し
て
展
望
的
に
で
は
あ
る
が
、
近
世
以
前
・
以
後
と
の
連
続
・
断
絶
を
体
現
す
る
存
在
で
あ
り
、
そ
の
性
質
の
追
究
は
、
近
世
社
会
を
総
体
的
に
把
握
す
る
可
能
性
を
有
す
る
と
結
論
づ
け
た
。
